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Rokkasho広報ろっかしょ

３
年
分
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感
謝
を
込
め
て
。
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１_「ありがとうございまし
た」固い握手に感謝を込めて
（泊中）２_一ノ渡弘校長の
式辞には児童たちとの数々の
思い出が（平沼小）３_卒業証
書を受け取る姿はりりしく
（六ヶ所高）４_卒業生を見
送る先生たちも感慨深げ（泊
中）５_恩師への別れのこと
ばを述べる卒業生（六ヶ所
高）６_在校生から卒業生へ
のメッセージ（泊中）７_６
年間親しんだ校歌をしっかり
と歌う（平沼小）

　３月－。村内の６小学校、４中学校、六ヶ所高校で卒業式が行われ、
247人の卒業生が学びやを巣立ちました。　
　みんなで協力し成功させた運動会、体育祭、文化祭…。　多くの時間を
共に過ごした仲間や先生との思い出を、涙をこらえ語る卒業生たち。一つ
一つのことばに、感謝が込められていました。
　
　卒業式は別れではなく、スタートのとき。
　仲間や先生からもらったたくさんの思い出と希望を胸に、自分の夢に向
かって羽ばたいてほしい。
　きっとまた会える。
　みんなと笑顔で再会するその日のために。

卒業式
Graduation
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Rokkasho 120th

未来を開くハーモニー
1889年（明治22年）４月１日、

六ヶ所村は誕生した。

そして１２０年。

親から子へ、子から孫へと

受け継がれてきた六ヶ所の歴史。

そして今、新たなスタートへ。

木村あおいちゃん（左）、母親の真樹子さん（中）
と祖母の中村やな子さん（右）（３月19日撮影）Rokkasho●2009-4�



Rokkasho●2009-4 4

黒田光雄　Kuroda Mitsuo
1930年（昭和5年）生まれ。庄内在住。昭和22年に山形県酒
田市から庄内地区へ入植。

「野辺地町から道路もないところを、馬車にテント２
つ、鍬、鎌と生活用具を積んで村にきた。それから１５
人ずつ２つのテントで共同生活。苦労し助け合った絆が
今も残ってる」と懐かしむ。
「開拓後、村での生活は大変だった。出稼ぎに出る人も
たくさんいた。出稼ぎ先への就職の話もあったけど、苦
労して耕した畑をこのままにしておけない、妻（カネ
ヱさん〈故人〉）さんと話し合ってここに留まったん
だ」。

古川徳三郎　Furukawa Tokusaburo
1926年（大正15年）生まれ。泊在住。国内での兵役を経
験。戦時中、泊地区で起きた米軍の雷撃を記憶。

「海でドーンという大きな音がして、急いで走って行っ
たら、雷撃を受けた船や作業小屋がバラバラに。女の人
が犠牲になって、とてもかわいそうだったよ」と振り返
る。少年時代、食糧の物々交換の経験も。
「昔は冷蔵庫がないから、ウニ、ワカメなどは塩辛く加
工、イカはするめにし、米と交換しに横浜町まで歩い
た。父親は漁に出ているから、食糧の調達は自分たちの
仕事。重い荷を背負っての往復は今では考えられないほ
どの重労働だった」。

開拓の記憶
1889.４.１～1949.３.31

開拓の環
60年

　

９
５
１
年
（
天
暦
５
年
）
の

「
後
撰
和
歌
集
」
に
、
「
お
ぶ

ち
（
尾
駮
）
」
の
名
前
が
出
て

き
ま
す
。

　

村
は
昔
か
ら
名
馬
の
産
地
と

し
て
有
名
で
、
６
つ
の
集
落
の

名
前
も
馬
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら

れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

１
８
７
１
年
（
明
治
４
年
）

に
、
泊
、
出
戸
、
尾
駮
、
鷹

架
、
平
沼
、
倉
内
の
６
つ
の
村

が
廃
藩
置
県
に
よ
り
七
戸
県

に
、
同
年
９
月
に
は
、
弘
前
県

か
ら
名
前
を
変
え
た
青
森
県
に

編
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
３
年
（
同
６
年
）
に
は
大

区
小
区
制
に
よ
り
、
青
森
県
10

大
区
72
小
区
の
う
ち
７
大
区
６

小
区
に
属
し
、
７
８
年
（
同
11

年
）
の
郡
制
施
行
に
よ
り
、
上

北
郡
の
所
属
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
８
９
年
（
同
22
年
）

４
月
１
日
、
６
つ
の
村
は
統
一

さ
れ
、
「
六
ヶ
所
村
」
と
な
り

ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
村
史
に
残
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
漁
業
と
農
業
が
基
幹

産
業
だ
っ
た
村
。
村
南
部
に

は
、
戦
後
の
入
植
に
よ
り
、
県

内
有
数
の
酪
農
地
帯
が
形
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
村
は
、
青
森
県
内
最
大

級
の
集
落
跡
と
い
わ
れ
る
「
富

ノ
沢
遺
跡
」
（
縄
文
時
代
中
期

〈
５
０
０
０
〜
４
０
０
０
年

前
〉
）
な
ど
数
多
く
の
遺
跡
が

発
掘
さ
れ
て
い
る
、
縄
文
文
化

の
宝
庫
。
そ
れ
ら
の
出
土
品
か

ら
は
、
狩
猟
や
農
耕
で
暮
ら
し

を
た
て
た
、
当
時
の
〝
六
ヶ
所

人
〞
の
た
く
ま
し
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

六ヶ所村の歴史（1889.4.1～1949.3.31）
1889（明治22） 4. 1� �町村制施行により、倉内・平沼・鷹架・尾駮・

出戸・泊の6カ村を統一し六ヶ所村。役場を平
沼に置く

1948（昭和23） 9� �平沼中学校創立（平成8年より第二中学校）
1898（明治31）10.15� 戸鎖小学校創立
1900（明治33） 4� �二又小学校創立（平成16年尾駮小学校へ統合）
1903（明治36） 4.15� �出戸小学校創立（昭和39年尾駮小学校へ統合）
1911（明治44） 4� �中志小学校創立（平成18年平沼小学校へ統合）
1920（大正９） 5� 役場を平沼から尾駮に移転
1921（大正10） 3.17� 泊大火で159戸が焼失
1932（昭和７）11.10� �笹原小学校創立（平成12年千歳平小学校へ統

合）
1940（昭和15） 4.18� �村役場が全焼�/10.5�村役場新築落成�/11.30�

弥栄平小学校創立（昭和37年上弥栄小学校へ
統合）

1945（昭和20） 7.15� �米艦載機の銃撃により出戸（男性1人）、平沼
（女性1人）、倉内（男性1人）死亡。米潜水
艦の雷撃により泊（女性1人）死亡�/8.9�米艦
載機の爆撃で鷹架小学校1教室が壊れ、民家13
戸焼失、二又住民2人死亡（男女2人）住家焼
失�/8.10�米軍の爆撃による尾駮大火。21世帯
焼失

1946（昭和21） 5. 2� �千歳地区に村内の10家族と独身者8人が入植
1947（昭和22） 4. 4� �尾駮中学校創立（昭和38年より第一中学校）�

/4.11�千歳小学校創立（昭和52年千歳平小学
校へ統合）�/4.21�戸鎖中学校創立（昭和24年
室ノ久保中学校と改称。平成18年第一中学校
へ統合）/4.22�泊中学校創立�/4.28�弥栄平入
植式�/5.21�倉内中学校創立（平成8年より第二
中学校）�/7.10�農林省上北馬鈴薯原々種農場
が設立�/9.1�鷹架中学校創立（昭和38年より第
一中学校）

1948（昭和23） 4. 1� �平沼中学校創立（平成18年第一中学校へ統
合）

＊年表は六ヶ所村勢要覧2007、六ヶ所村と原子燃料サイクル2008から一部抜粋

泊
、
出
戸
、
尾
駮
、

鷹
架
、
平
沼
、
倉
内
。

６
つ
の
村
が
集
ま
り

六
ヶ
所
村
は
生
ま
れ
た
。

海
、
山
、
川
、
沼
、

そ
し
て
大
地
の
恩
恵
を
受
け
、

た
く
ま
し
く
生
き
た
六
ヶ
所
人
た
ち
。

そ
の
記
憶
の
中
に
、

村
は
ど
う
映
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

上：開拓の風景（昭和30年代：六原）
中：笹原小学校閉校式（平成12年）
下：六趣醸造工房蔵開き（平成18年）
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鳥山義隆　Toriyama Yoshitaka
1962年（昭和37年）生まれ。千歳平在住。昭和53年に創立
した県立六ヶ所高校の一期生。

「何もかもが新しい学校は、先生、生徒たちの活気にあ
ふれていた。入学当初は第一校舎と体育館しかなくて、
今の交番の裏にあった空き地で野球の練習をしたね。部
活動がとても盛んだった。同級生とは今でも交流が続い
ている。卒業しても地元にいる人が多いから、つながり
は深いね」。　

二本柳晴子　Nihonyanagi Haruko
1923年（大正12年）生まれ。平沼在住。戦後は村で中学校
教師、また郡、県の連合婦人会事務局長を経験。

「戦後当時から、女性教師たちの尽力で婦人会活動がと
ても盛ん。村の女性たちはたくましく、意識はとても高
かった」。また開発による村の発展を住民の視点で語
る。「村は開発によって、大きく変わった。教育、文化
･･何より人との交流が広がった。この恩恵はあたりまえ
だと思わずに子どもたちも女性たちももっと視野を広げ
て」。

発展の日々
1949.４.１～2009.３.31

発展の環
60年

　

１
９
６
９
年
（
昭
和
44
年
）
、

新
全
国
総
合
開
発
計
画
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
む
つ
小
川
原
開
発

〈
当
時
は
陸
奥
湾
小
川
原
湖
開

発
〉
が
動
き
出
し
ま
す
。
開
発

に
伴
い
、
村
の
環
境
は
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。

　

千
歳
平
地
区
に
は
、
診
療

所
、
小
学
校
や
村
民
の
悲
願
で

も
あ
っ
た
県
立
六
ヶ
所
高
校
が

開
校
。

　

尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区

は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業

の
進
展
に
伴
い
、
関
連
企
業
の

従
業
員
や
家
族
が
居
住
す
る
大

き
な
集
落
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
一
と
い
う
村
の
出
生
率

の
高
さ
も
、
大
き
な
特
徴
で

す
。

　

ま
た
近
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

科
学
技
術
の
村
と
し
て
、
注
目

さ
れ
て
い
る
村
。
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
展
開
さ
れ
、
日
本
人
だ

け
で
な
く
、
外
国
人
の
居
住
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
人
々
の
交

流
は
村
に
活
力
を
生
み
、
発
展

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
村
の
産
業
も
変
化
を

見
せ
ま
し
た
。

　

漁
業
は
、
種
苗
育
成
な
ど

「
育
て
る
漁
業
」
を
展
開
。
農

業
は
、
ヤ
マ
セ
（
偏
東
風
）
に

強
い
根
菜
類
の
栽
培
へ
。
特
産

品
の
長
い
も
で
作
ら
れ
た
焼

酎
「
六
趣
」
は
９
２
年
（
平

成
４
年
）
に
発
売
を
開
始
。

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
か

ら
村
内
で
の
製
造
が
始
ま
り
ま

し
た
。
村
を
代
表
す
る
特
産
品

と
し
て
人
気
を
呼
ん
で
い
ま

す
。

六ヶ所村の歴史（1949.4.1～2009.3.31）
1950（昭和25） 4. 1� �上弥栄小学校創立（昭和54年尾駮小学校へ統合）/7.5　出戸中学校創立（昭和39年第一中学校

へ統合）/12　中志中学校創立（平成８年より第二中学校）
1951（昭和26） 4. 1� 上弥栄小学校創立（昭和54年尾駮が統合）
1952（昭和27） 4. 1� �千歳中学校創立/�二又中学校創立（昭和39年第一中学校へ統合）/弥栄平中学校創立（昭和45年

第一中学校へ統合）
1954（昭和29） 1.20� �千歳小学校豊原分校創立（昭和42年廃校）/11.３
1958（昭和33）11.18� 十和田観光電鉄バスの野辺地－平沼－六ヶ所線開通
1959（昭和34） 7.20� 尾駮海岸で東大のロックーン実験実施。発射台の不備で失敗/７.26　下北バスのむつ－泊線開通
1960（昭和35） 4. 2� 下北バスのむつ―小田野沢―泊線が開通
1962（昭和37） 4. 1� 県営発茶沢開拓パイロット事業始まる
1963（昭和38） 9.30� 鷹架・尾駮中学校を統合し、第一中学校創立
1964（昭和39） 6.30� 十和田観光電鉄の八戸―泊線開通/８.８　下北バスのむつ―吹越―六ヶ所線開通
1965（昭和40） 3.24� 県営発茶沢開拓パイロット事業汐止堰が完成
1974（昭和49） 3.31� 役場新庁舎完成
1975（昭和50） 4. 1� 県道八戸・むつ線、国道に昇格（338号線）
1977（昭和52） 4. 1� 千歳平小学校創立
1978（昭和53） 4. 8� 県立六ヶ所高校創立
1979（昭和54） 9. 8� 鷹架閉村式。300年の歴史を閉じる/10.26　弥栄平閉村式
1980（昭和55）11. 3� 村民憲章、村の花「ニッコウキスゲ」村の鳥「オジロワシ」村の木「黒松」制定
1982（昭和57） 9.18� 農林水産省上北馬鈴薯原々種農場が閉場式
1985（昭和60）10.26� 六ヶ所原燃PRセンターオープン
1989（平成元） 8.27� 村制施行100周年記念式典開催
1991（平成３） 8. 3� 村立郷土館がオープン
1992（平成４） 4. 1� 長芋焼酎「六趣」が村内の店頭で販売開始
1994（平成６） 4.22� ヴァーレン市（ドイツ）と友好都市協定を締結
1995（平成７） 4. 1� �特別養護老人ホーム「ぼんてん荘」が開設/12.15　ショッピングモール「REEV（リーブ）」

オープン
1996（平成８） 4. 1� 倉内・平沼・中志中学校を統合して第二中学校創立。知的障害者更生施設かけはし寮開設
1997（平成９） 4. 1� 文化交流プラザ「スワニ－」開館/５.22　村民図書館開館
1998（平成10）10.28� 襄陽郡（韓国）との交流始まる
2000（平成12） 4. 1� 地域交流ホーム開設
2003（平成15） 4. 1� 日帰り温泉館「ろっかぽっか」が鷹架地区にオープン
2006（平成18） 4.25� 六趣醸造工房蔵開き記念式典/11.６　六ヶ所村産の「六趣」第1号が初蔵出し

むつ小川原開発のあゆみ
（1969.5.30～2009．3.31）

19�69（昭和44） 5.30　新全国総合開発計画閣議決
定

19�84（昭和59） 7.27　電気事業連合会が県および
村に対し、原子燃料サイクル３施設の立地協力方を
要請

19�85（昭和60） 4.18　県および村は電気事業連合
会に対し、原子燃料サイクル３施設の受け入れを回
答。県・村・日本原燃産業㈱・日本原燃サービス㈱
の間で「原子燃料サイクル施設の立地への協力に関
する基本協定」を締結

19�91（平成 3） 7.25　県、村、日本原燃産業㈱の
間でウラン濃縮施設に関する安全協定を締結

19�92（平成 4） 9.21　県、村、日本原燃㈱の間で
低レベル放射性廃棄物貯蔵施設に関する安全協定
を締結

19�94（平成 6）12.26　県、村、日本原燃㈱の間で
高レベル放射性廃棄物貯蔵施設に関する安全協定
を締結

19�95（平成 7） 1.30　村が国際熱核融合実験炉
「ITER」のむつ小川原開発地域への誘致を表明

20�02（平成14） 5.31　閣議により村がITERの国内
候補地に決定

20�05（平成17） 4.19　県、村、日本原燃㈱の間で
「MOX燃料加工施設の立地への協力に関する基本協
定」を締結　/6.28　ITER誘致本体の建設地がカダ
ラッシュに決定　/10.12　ITER計画に係る幅広いアプ
ローチ（BA）の立地要請を県が受諾

20�06（平成18） 3.29　県、村、日本原燃㈱の間で
再処理工場に関する安全協定を締結　/10.24　再処
理工場が対象の国の原子力総合防災訓練が実施され
る

20�07（平成19） 6. 1　BA協定発効　/10.24　
ITER協定発効

＊文中、県は青森県、村は六ヶ所村。

豊
か
な
自
然
は

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
姿
で

こ
こ
に
あ
る
。

一
方
で
、

開
発
と
い
う
転
機
を
乗
り
越
え
、

村
は
発
展
し
て
き
た
。

人
・
文
化
・
科
学
・
産
業

す
べ
て
が
輝
く

〝
共
生
〞
と
い
う
選
択
と
と
も
に
。
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村民協働事業村民協働事業村民協働事業

村民協働事業村民協働事業

地域活性化事業（花いっぱい運動）
平沼町内会

花づくりを通して地域の「人の和」の
構築を図る。各家庭で花を育て、隣近
所、老若男女が花を愛でることによ
り、生きる喜びを感じうそ、いつわり
のない地域づくりを推進する。

実施日：21年４月１日～12月20日
場　所：平沼地区

　平沼町内会長　橋本良輔さん
「平沼町内を花できれいに飾りたい。
各戸の前を花で飾って明るい印象に」

共栄ロードの里づくり（記念植樹）
出戸自治会

出戸川周辺に桜の木を植えるなど、環
境を整備し、地域住民の散策や世代間
交流を推進する。

実施日：21年４月20日～
　　　　22年２月28日
場　所：出戸川周辺

　同自治会理事　藤ヶ森保さん
「地元住民が憩える、心安らげる場所
にしたい」

憩いの広場づくり事業
老部川町内会

老部川沿いに桜の木を植え、花壇を作
り、村民憲章にある清らかな老部川を
広く村民に紹介するとともに、地域の
子どもから老人までみんなが楽しめる
憩いの場所をつくる。あわせて、村民
憲章の標柱を設置する。
実施日：21年４月１日～６月30日
場　所：老部川周辺

同町内会長　髙橋文雄さん
「ふるさとである清らかな老部川を復
元したい。愛着をもってみんなが集え
る場所に」

地域活性化事業（花いっぱい運動）
千歳平自治会

地区内の村道沿線に花を植え、「花
いっぱい運動」を通じて地区の環境美
化を推進し、明るいまちをつくる。

実施日：21年４月１日～７月31日
場　所：千歳平地区

同自治会長　田中良孝さん
「地域を花で明るくし、訪れた人たちに
きれいなところだと思ってもらいたい。
この事業で村を盛り上げたい」

花木ロードの里づくり
64番地共有林組合

地域の子どもから高齢者まで、皆が楽
しめるまつりを開催。県道沿線に花木
を植栽し、魅力あふれる古里にする。

実施日：21年６月１日～12月10日
場　所：倉内字家ノ上64番地内

シンボル事業

保育所・幼稚園・小中学校
絵画展覧会

「六ヶ所村の未来または将来」をテー
マにした、保育所・幼稚園の年長と小
中学校児童の絵画展覧会を開催。村の
将来像などについて考える。

期　日：平成21年９月
場　所：村立郷土館

村民協働事業

尾駮ウォーターフロント
ライトアップ事業
六ヶ所村商工会青年部

野鳥観察公園と尾駮沼をライトアップ
し、尾駮地区の玄関口を華やかに彩
る。地域住民と来訪者に潤いと憩いの
空間を提供し、村のPRに資する。
期　日：21年12月１日～
　　　　22年１月31日
場　所：野鳥観察公園・尾駮沼

同会青年部長　橋本竜さん
「観光地として、村を訪れた人たちに
アピールしたい。村民にも景色を楽し
んでもらいたい」

挑戦の環
各種事業の
紹介

未来への扉
2009.４.１～

　120周年の節目を共に祝い、村の足跡を振り返る。
　今年度は、新たなまちづくりの礎となるよう、120
周年のシンボル事業をはじめ、村民協働事業、特別事
業、協賛事業など18の事業の開催を予定しています。

今を見つめ、
新しい時代を創造する出発点。
村民と行政が一体となって、
さらなる発展へ。
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特別事業特別事業特別事業特別事業

特別事業特別事業特別事業

冠事業

特別事業

冠事業 協賛事業

村制施行120周年記念誌
作成

発　行：21年11月
作成部数：5,000部

村制施行120年の足跡を記
念誌にとりまとめ、毎戸に
配布する。

村制施行120周年
記念植樹祭

期　日：21年６月
場　所：�南部・中部浄化セ

ンター

120周年を記念して120本
のハクモクレンを植樹する
ことにより、村民の憩い・
交流の里として後世に伝え
る。

村史沿革パネル作製

期　日：21年11月
場　所：役場庁舎

村制施行120年の沿革をパ
ネルにし、来庁者に本村を
PRする。

まちづくりシンポジウム

期　日：21年９月～10月
場　所：�文化交流プラザ

「スワニー」

120周年を記念し、「村の
将来のまちづくり」をテー
マに、基調講演やパネル
ディスカッションを行う。

ふるさと自慢うた自慢
（NHKラジオ全国放送公開番組）
NHK
日　時：21年７月３日㈮
場　所：�文化交流プラザ

「スワニー」

120周年を記念し、全国放
送公開番組（NHKラジオ第
一放送）を招致し、全国に
本村をPRする。

六ヶ所村民憲章碑
建立事業

期　日：21年11月
場　所：役場庁舎前

村民憲章は、郷土がますま
す発展することを願い、村
民の皆さんの生活を営む道
しるべとなるものであるこ
とから、120周年を記念し
村民憲章碑を建立、次世代
に継承する。

保育所・幼稚園・小中学校
図書購入事業

期　日：21年６月
対　象：保育所、幼稚園、
　　　　小中学校

村の将来を担う世代の読書
習慣を図るため、村内の保
育所・幼稚園・小中学校に
１人１冊の図書を購入する。

村制施行120周年記念
ろっかしょ産業まつり

日　時：21年10月24日㈯
～25日㈰

場　所：尾駮漁港特設会場

120周年を記念し、記念イ
ベントを実施する。

村制施行120周年記念
サッカーフェスティバル
六ヶ所村体育協会

県内各地区から参加する多くの選手に120周年を迎える村の
軌跡と発展を広くアピールするとともに、村のスポーツ振興
と選手相互の交流・親睦を図る。

①六ヶ所テクニカルカップ
　21年４月18日㈯～19日㈰
②村観光協会長賞サッカー親善大会
　21年５月９日㈯～10日㈰）
③U-10六ヶ所サマーカップ
　21年８月22日㈯～23日㈰
④六ヶ所U-12フットサル大会（仮称）
　21年12月５日㈯～６日㈰
⑤六ヶ所U-10フットサル大会（仮称）
　　　22年２月20日㈯～21日㈰
　　　場所：大石総合運動公園
　　　　　　　体協サッカー部　秋戸貴公さん
「まずは子どもたちが楽しめる大会に。保護者や村民の皆さ
んに子どもたちのがんばっている姿を見てほしい」

村制施行120周年
記念式典

日　時：21年11月18日㈬
場　所：�文化交流プラザ

「スワニー」

児童・生徒による意見発
表。村に貢献した人々の表
彰などを行い、120周年を
盛大に祝う。

村制施行120周年記念
第44回村民体育大会

日　時：21年８月２日㈰
場　所：大石総合運動公園

120周年を記念し、記念競
技を実施する。
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いろんな国と交流し、いいとこ
ろをいっぱい集めて。日本の中
心となる六ヶ所村に。

多くの人が村に来て、自慢の倉
内神楽、村のきれいな景色やい
ろんなところを見てほしい。

高齢者も若い人もみんなが村で
幸せに暮らせるように、職場が
いっぱいあればいいな。

エネルギー産業で世界の中心に
なって。地球温暖化は心配だけ
ど、森や緑が豊かなままの村で
いてほしい。

不審者レーダーや目が不自由な
人のためのパネルを歩道に設置
して、みんなが安全に暮らせる
村に。

地域の人たちがみんなで一緒に
スポーツをしたり、趣味を通じ
て仲良くできたらいいな。

子どもたちは、村の次代の主役。
「こんな村になったらいいな」と、
未来の六ケ所への夢を語ってくれました。
子どもたちの目の輝きは、六ヶ所の未来を照らす光。

ぼくの、わたしの
理想の六ヶ所。

沼山美優貴

戸鎖小学校

橋本　涼

平沼小学校

畑中彩美

千歳平小学校

舘花湧大
泊小学校

髙村瑞希
倉内小学校

蒔苗麻由
尾駮小学校
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未来への扉
ここから、これから

挑戦の環
次の世代へ

（特集　Rokkasho 120th　未来を開くハーモニー　終わり）
参考：六ヶ所村史、六ヶ所村勢要覧2007、六ヶ所村と
原子燃料サイクル2008

　村は４月１日で大還暦を迎えました。
　還暦は、干支が一回りして生まれた年に還

かえ

ること。
　大還暦はそれが二回り。今年は２度目の出発点を意味する、
とてもおめでたい年です。
　
　わたしは、次の60年、その後の未来を担う子どもたちに３つ
のことを残したいと思っています。
　１つ目は、祖先の心。
　農業、漁業…第一次産業が主だった時代、けっして裕福では
なかった村で、家族を支えるため一生懸命汗を流してきた祖
先がいます。夢をもち開拓に入った人たちもまた、たくましさ
と強い心をもっていました。祖先の強い心とたゆみない努力が
120年という歴史をつくり、そして今の六ヶ所村がある。これ
を忘れてはならないと思います。
　２つ目は、自然環境。
　古くから村民は自然の恩恵を受け生活を営んできました。豊
かな生活・心は、豊かな自然からはぐくまれるもの。この自然
を後世に残したいと考えています。各種事業で行う記念植樹な
どで環境保護の大切さ、必要性の認識を新たにする。また、こ
れらの事業を協力し行うことで、地域のつながりがより一層強
くなることを願っています。
　３つ目は、人材。
　これからも発展を続ける村。子どもたちには、視野を広げ、
夢・希望をもち、勉強をがんばってほしい。また、基礎学力は
必要ですが、それと同時に必要なのが、能力を幅広く多様に使
う工夫です。それは正しく、まっすぐな心があって成し遂げら
れること。思いやりの心、信頼し親愛する心をもち、未来を築
いていってほしいと思います。
�
　祖先の強い心とたゆみない努力によって築かれた現在の六ヶ
所村。
　村民の皆さんとともに足跡を振り返り、輝かしい未来を開く
ためのスタートを切る好機にしたいと思っています。

村制120周年のテーマは
「未来大開に向けた新たな出発」。
未来を大きく開くための、新たなスタート。
たくましく強い心でつくり上げた
大還暦という歴史の環を、
手をとり合って未来の環につなげ響かせよう。
「輝く未来」のハーモニーとなるように。

六ヶ所村長

古川健治
Furukawa　Kenji

心、自然、人材を未来へ。
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村　税
6,255

村　税
6,318

繰入金
1,306 繰入金

761
諸収入
112

諸収入
122

その他
（自主）
499 その他

（自主）
463

国庫支出金
2,559

国庫支出金
1,563

県支出金
985

県支出金
702

村債 793

村債 278

その他（依存）
231

その他（依存）
193

21年度（12,750） 20年度（10,390）

単位：百万円

自

主

財

源

自

主

財

源

依

存

財

源

依

存

財

源

　このたび、平成21年度の村
の予算が完成しました。
　さて、そもそも予算とは何
でしょう？
　難しい内容だから、自分に
はわからない…と思っている
人もいるかもしれません。
　ここで簡単に予算について
説明します。

平成21年度
村の予算と事業を
お知らせします

歳入は、「自主財源」と「依存財源」の２つからなります。「自主財源」とは、地方税をはじ
め、市町村が自主的に収入できるお金であり、「依存財源」とは、国や県から交付されるお金
や借金によってまかなったりするお金をいいます。歳入

　予算とは、１年間にどのくらいの収入が見込め（歳入）、何にいくら使うのか（歳出）をいい
ます。例えば『１ヶ月の給料のうち、いくらを食費にあてて、いくらを貯金する』など、みなさ
んもお金の使いみちについて計画を立てますよね？また、必要であればお財布を別にしてお金を
管理したり･･･それと同じことと思っ
てください。村には全部で３つの会計
（お財布）がありますが、その中の一
つ、基本的な会計である「一般会計」
について歳入から説明します。

予算とは？

一般会計 特別会計 企業会計

行政運営の基
本的な経費を
計上した会計

一般会計と区別して
経理する必要がある
会計（国民健康保険
特別会計など）

民間企業のように利
用料金などの収益で
運営している会計

～用語解説～

村税………………  みなさんが納める税金や会社の法人税など
繰入金……………  各種基金などから一般会計へ繰り入れるお金
諸収入……………  預金利子や村が融資した貸付金の返済金など
その他（自主） ……  公共施設の使用料、繰越金や分担金、負担金など
国庫支出金………  事業を行うための国からの負担金・補助金など
県支出金…………  事業を行うための県からの負担金・補助金など
村債……………… 事業を行うために借り入れるお金
その他（依存） ……  地方交付税、地方譲与税、各種交付金など

歳　　入
21年度 20年度 年度比較

自
主
財
源

村　税 6,255 6,318 △ 63

繰入金 1,306 761 545

諸収入 122 112 10

その他（自主） 499 463 36

依
存
財
源

国庫支出金 2,559 1,563 996

県支出金 985 702 283

村　債 793 278 515

その他（依存） 231 193 38

歳入合計 12,750 10,390 2,360
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人件費
1,749

人件費
1,818

扶助費 387 扶助費 393

物件費
1,933

物件費
1,798

補助費等
1,808

補助費等
1,868

繰出金
1,335

繰出金
1,419

普通建設事
業費 4,584

普通建設事
業費 2,177

その他  335

その他 349

公債費 435公債費 455

積立金
133

積立金
164

20年度（10,390）21年度（12,750）

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

任

意

的

経

費

任

意

的

経

費

単位：百万円

歳出は、「義務的経費」と「任意的経費」に分けることができます。「義務的経費」とは、支
出が義務付けられ、任意に削減ができない経費のこと。また、「任意的経費」とは市町村が任
意に支出でき、市町村の意思によって削減できる経費をいいます。

～用語解説～
人件費…………… 職員の給与や議会議員の報酬など
扶助費……………  法令に基づいて被扶助者に支給される経

費。児童手当や医療扶助など
公債費…………… 事業を行うために借り入れたお金の償還金
物件費…………… 消耗品、臨時職員賃金や業務委託料など
補助金等………… 各種団体等への補助金など
繰出金…………… 一般会計から特別会計等へ繰り出したお金
積立金…………… 各種基金へ積み立てるお金
普通建設事業費 ……  道路の整備や公共施設などの建設に要する

お金
その他…………… 維持補修費、投資、出資、貸付金など

歳　　出（性質別）
21年度 20年度 年度比較

義
務
的
経
費

人件費 1,749 1,818 △ 69

扶助費 387 393 △ 6

公債費 455 435 20

任
意
的
経
費

物件費 1,933 1,798 135

補助費等 1,808 1,868 △ 60

繰出金 1,335 1,419 △ 84

積立金 164 133 31

普通建設事業費 4,584 2,177 2407

その他 335 349 △ 14

歳出合計 12,750 10,390 2,360

歳出

一般会計当初予算は
127億5,000万円
（前年度比22.7%増）
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　ここまで一般会計予算の概要をお知らせしましたが、みなさんにより予算を身近に感じていた
だくために、一般会計予算を目的別に村民一人当たりの金額に置きかえて、下記の表にまとめま
した。
　今年度、村民一人当たりに使われる金額は1,126,424円です。

※村民一人当たり予算
当初予算　　　127億5,000万円
人口（Ｈ21.2.28現在）11,319人
（　　）内は目的別の全体予算

土木費
道路橋梁の維持・新設改良、
村営住宅等の維持管理・
建設などに
103,699 円
（1,173,769,000 円）

農林水産業費
農業委員会、
農業対策、
水産業対策などに
118,692 円
（1,343,476,000 円）

総務費
全般的な管理事務、
財産維持管理、
防災対策などに
247,986 円
（2,806,953,000 円）

民生費
社会福祉、身体障害者、
高齢者、児童福祉などに
136,791 円
（1,548,342,000 円）

その他の経費に
122,454 円
（1,386,048,000 円）

教育費
教育委員会、
小中学校管理、
社会教育活動などに
220,544 円
（2,496,342,000 円）

商工費
商工業振興、観光、
公園管理などに
11,758 円
（133,092,000 円）

農林水産業費
農業委員会、
農業対策、
水産業対策などに
118,692 円
（1,343,476,000 円）

議会費
議会の活動などに
14,106 円
（159,671,000 円）

総務費
全般的な管理事務、
財産維持管理、
防災対策などに
247,986 円
（2,806,953,000 円）

民生費
社会福祉、身体障害者、
高齢者、児童福祉などに
136,791 円
（1,548,342,000 円）

衛生費
各種健康診査・
予防接種環境衛生、
墓地管理、塵芥収集・
し尿処理などに
57,844 円
（654,732,000 円）

公債費
村の借金の返済に
40,210 円
（455,134,000 円）

消防費
消防活動、
災害活動などに
52,340 円
（592,441,000 円）

平成21年度一般会計の
村民一人当たりの予算

1,126,424円
20年度一人当たり予算：

917,925円

（12,750,000,000円）

土木費
道路橋梁の維持・新設改良、
村営住宅等の維持管理・
建設などに
103,699 円
（1,173,769,000 円）

その他の経費に
122,454 円
（1,386,048,000 円）

教育費
教育委員会、
小中学校管理、
社会教育活動などに
220,544 円
（2,496,342,000 円）

村民一人当たりの21年度予算の使いみち
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地域の自立を支える、多様な産業の振興と立地
による�
　１．「夢と活力のある産業づくり」
家畜排せつ物利活用施設整備事業� 711,�646
畜産担い手育成総合整備事業� 238,�764
家畜ふん尿処理施設整備助成事業� 37,�576
千樽地区用排水路整備事業� 22,�671
平沼地区農業用給水施設設置事業� 10,�000
消費拡大助成補助金� 6,�000

住民の暮らしと健康を守る、福祉と医療の提供
による
　３．「誰もが豊かに暮らせる健康づくり」
千歳平診療所整備事業� 287,�510
障害者自立支援給付費事業� 146,�202
各種健康診査等事業� 49,�756
乳幼児等健康診査委託事業� 12,�745
入浴施設利用者補助金� 10,�000
任意インフルエンザ予防接種助成事業� 1,�500

継続的な地域社会を構築する、生活・産業と
環境の共生による
　５．「大切な自然を守る環境づくり」
家庭ごみ収集運搬業務委託事業� 53,�600
出戸川河川改修工事� 10,�830
老部川等河川維持工事� 6,�200
し尿運搬業務委託事業� 20,�614

分権型社会に対応できる行財政運営の推進による
　７．「時代に対応した行政組織づくり」
指定管理業務委託� 338,�122
システム開発及び保守委託事業� 84,�177

地域の個性を守り育てる、文化と人材育成に
よる�
　２．「個性あふれる人・文化づくり」
（仮称）六ヶ所村ふれあいセンター整備事業� 652,�299
尾駮小学校整備事業� 636,�353
（仮称）国際教育研修センター整備事業� 423,�969
泊中学校耐震補強整備事業� 75,�066
学力向上実践モデル校事業� 28,�328
小・中学生海外体験学習事業� 22,�149
村費負担教職員採用事業� 9,�352
�
地域の安全を守る、防災・消防・防犯体制の
強化と充実による
　４．「災害の憂いをなくす安全づくり」�

泊地区防災無線増設事業� 17,�756
防災無線・TV共聴施設等設置工事� 9,�140
防犯灯設置事業� 3,�040
津波高潮ハザードマップ作成事業� 1,�343
住宅火災警報器設置事業� 1,�067
�
�
地域社会の未来を拓き創る、都市基盤の充実
と都市開発による�
　６．「快適な暮らしを創る都市づくり」
地域情報基盤整備事業� 550,�052
泊中央線舗装改修工事� 67,�157
平沼熊野線整備事業� 65,�343
泊地区ふれあいセンター線整備事業� 24,�456
大石総合運動公園ﾌｨｰﾙﾄﾞｱｽﾚﾁｯｸ整備事業� 30,�000

参考 　平成21年度一般会計当初予算、特別会計および企業会計当初予算の比較
（単位：千円）

会　　　　　計　　　　　名 21年度当初予算額 20年度当初予算額 比　　　　較
一般会計 12,�750,�000 10,�390,�000� 2,�360,�000

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 1,�246,�128� 1,�324,�860� △�78,�732
老人保健特別会計 1,�664� 82,�316� △�80,�652
後期高齢者医療特別会計 57,�039� 55,�840� 1,�199
国民健康保険特別会計（尾駮施設勘定） 542,�350� 596,�336� △�53,�986
国民健康保険特別会計（千歳平施設勘定） 88,�683� 85,�966� 2,�717
介護保険特別会計（保険事業勘定） 784,�684� 776,�218� 8,�466
定住促進特別会計 198,�131� 44,�322� 153,�809
土地区画整理特別会計 848,�834� 451,�166� 397,�668

企
業

会
計

水道事業会計 410,�335� 396,�527� 13,�808
農業集落排水事業会計 120,�031� 83,�704� 36,�327
下水道事業会計 1,�279,�818� 1,�965,�953� △�686,�135

合　　　　　　　　計 18,�327,�697� 16,�253,�208� 2,�074,�489
※�農業集落排水事業会計および下水道事業会計は平成21年度から企業会計となったため、平成20年度当初予算額は各特別会計の総額
を掲載しています。

　最後に、21年度の新規事業や継続事業をいくつかご紹介します。
　みなさんは、どの事業に関心がありますか？
　21年度の予算編成にあたっては、村が掲げる７項目の重点施策をもとに、公正で透明性の高い
行政運営を行うことを基本としました。

平成21年度当初予算における重点施策の主な事業内容

（単位：千円）
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六ヶ所トピックス

70個人、14団体の功績をたたえる
文化・教育・スポーツ賞授与式
　平成20年度六ヶ所村文化賞・教育奨励賞・スポーツ賞授与式
が２月19日、村立中央公民館で行われました。
　文化賞は文化の向上発展に寄与し、特に顕著な功績を上げた
村民、教育奨励賞は文化的な活動に優れた能力を発揮した村
民、スポーツ賞はスポーツの振興およびスポーツ活動に優秀な
成績をおさめた村民に贈られます。
　今年度は70個人、14団体が受賞。松尾拓爾教育長から受賞
者一人一人に表彰状と記念品が手渡されました。
　受賞者は下記のとおりです。

松尾教育長（右）から表彰を受ける受賞者

　水　戸　妃香里（　〃　）
　浅　坂　美　果（　〃　）
　小　泉　綾　之
　　　　　（三本木農業高）
　橋　本　洋　平（　〃　）
　小　泉　義　広（　〃　）
　附　田　健　太（　〃　）
　久　保　　　弘
　　　　　　（日本原燃㈱）
　冨　永　昌　平（　〃　）
　三　谷　　　亨（　〃　）
　細　越　慶　道（　〃　）
　小野寺　　　理（　〃　）
　奥　山　順　平（　〃　）
　沼　端　美　幸（　〃　）
　鈴　木　克　彦（　〃　）
　菊　池　睦　夫（　〃　）

　向　井　七　愛
　　　　　　（日本原燃㈱）
　對　馬　政　幸
　　　　（日本電気工業㈱）
　浅　沼　恵美子
　　　　（橋本家畜診療所）
　沼　端　香　織（　〃　）
　扶佐子マーフィー
　　　（平沼英会話塾講師）
　米内山　久　生
　　　　　　（三沢小教諭）
　斉　藤　　　陽
　（青森県原子力センター）
　桜　井　直　樹
　　（六ヶ所消防署南分署）
　藤　谷　絵　理
　（青森日揮プランテック）
　東　出　さおり（　〃　）

　中　岫　千　春
　　　　　　（東北中教諭）
　塩　谷　沙絵子
　　　　　（六ヶ所村役場）

〈指導者賞〉
　川　畑　吉　広
　　　　　　　（泊中教諭）
　佐々木　雅　剛（　〃　）
　川　畑　　　一
　　（尾駮スポーツ少年団）

【団体の部】
〈優秀選手賞〉
　泊卓球スポーツ少年団
　　　　　　　　　（男子）
　六ヶ所ＦＣ（Ｕ－10）

〈スポーツ奨励賞〉
　泊卓球スポーツ少年団
　　　　　　　　　（男子）
　泊卓球スポーツ少年団
　　　　　　　　　（女子）
　六ヶ所卓球クラブ
　六ヶ所ＦＣ（Ｕ－12）
　六ヶ所ＦＣ（Ｕ－11）
　泊中学校卓球部男子
　泊中学校卓球部女子
　六ヶ所村県民駅伝チーム
　六ヶ所村水泳チーム
　陸友会
　陸友会男子リレーチーム
　陸友会女子リレーチーム

平成20年１月１日～12月31日まで対象）

教育奨励賞受賞者
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◎文化賞
【文化奨励賞】
　秋　戸　暢　恵
　　　　　　（三沢商業高）

◎教育奨励賞
【個人の部】
　橘　　　涼　介（泊小）
　村　畑　朱　音（ 〃 ）
　成　田　雛　乃（平沼小）
　坂　上　　　楓（倉内小）
　鎌　田　理　乙（泊中）
　高　村　香　湖（第二中）
　小　泉　　　遼（千歳中）

◎スポーツ賞
【個人の部】
〈スポーツ賞〉
　平　浜　美　咲
　　　　　　（千葉学園高）
　岩　谷　慎　次
　　　　　　（日本原燃㈱）
　橋　本　　　猛
（㈶六ヶ所村文化振興公社）
　橋　本　秀　幸
　　　　　　（大泉運輸㈱）
　深　野　　　玄
　　　　　　（平沼郵便局）

〈優秀選手賞〉
　小　泉　　　蓮
　　　　　　（千歳平小）
　上　野　武　蔵（泊小）

　阿　部　瑠　依
　　　　　　（青森中央高）
　橋　本　征　弥
　　　　　　（野辺地高）
　鳥　山　学　美
　　　　　　（柴田女子高）

〈スポーツ奨励賞〉
　赤　石　　　明（泊小）
　祐　川　　　晃（ 〃 ）
　木　村　陸　人（尾駮小）
　中　嶋　講　機（　〃　）
　角　　　美　宥（　〃　）
　上　野　　　顕（泊中）
　髙　橋　麗　末（ 〃 ）
　本　田　慎　弥（ 〃 ）
　松　尾　龍　斗（第一中）
　原　子　和　幸（　〃　）
　橋　本　徳　幸（第二中）

　沼　端　ひとみ（第二中）
　中　村　美　穂（　〃　）
　木　村　真　希
　　　　　　（青森山田中）
　木　村　明日香
　　　　　　（三沢商業高）
　瀬　川　まどか
　　　　　（常盤木学園高）
　赤　石　裕里花
　　　　　　（東奥学園高）
　田　中　美　聡
　　　　　　（光星学院高）
　佐々木　　　歩
　　　　　　　（野辺地高）
　小　泉　みずき（　〃　）
　石久保　慶　太
　　（光星学院野辺地西高）
　鳥　山　洋　一
　　　　　　　（六ヶ所高）

（左から）村中校長と辻浦さん

勇気ある行動、みんなの励み
辻浦夢子さん（泊中３年）が善行表彰
　泊中学校３年の辻浦夢子さんが２月４日、青森県教育委員会から善行表
彰されました。この表彰は、人命の救助や奉仕活動など、他の児童生徒に
望ましい影響を与えるような善行をした児童生徒に対し、県教委が毎年
行っているもの。昨年８月３日に、辻浦さんが横浜町の砂浜海岸海水浴場
で中学生を救助したことが、表彰の対象となりました。
　同海水浴場で家族との海水浴中、溺れている中学生を見つけた辻浦さん
は、肩にかつぎ助けを呼びながら岸へと救助。「とにかく助けなきゃとい
う気持ちで、夢中になって泳いだ。救助した人の意識が戻ったときはとて
も嬉しかった」と振り返りました。村中正人校長は、「辻浦さんの行動は
みんなの励みになった。命の大切さを教えてもらった」と勇気ある行動を
たたえました。

文化賞・教育奨励賞・スポーツ賞（各賞とも

スポーツ賞受賞者
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振り込め詐欺に気をつけて
保健協力員が劇で呼びかけ
　家族介護者教室が３月６日、社会福祉法人延寿福祉会尚
祐の里（木村尚子理事長）で行われ、泊地区の保健協力員
が劇「家族を振り込め詐欺から守る」を披露し、被害防止
を呼びかけました。
　劇の内容はハガキや電話による振り込め詐欺に遭いそ
うになったおじいさんとおばあさんが、ATM君や銀行員、
警察官に引き止められ振り込まないで済んだというもの。
保健協力員の熱演が大好評でした。
　その後、千田義明泊駐在所長が、県内でも増加している
振り込め詐欺や事故の防止などについて講話。参加者たち
は、熱心に耳を傾けていました。

「ちゃんと確認した？」ATM君に扮した協力員たち

りんごへの理解深める
戸鎖小でりんごの授業
　青森県の産業を学ぶ学習会が２月24日、戸鎖小学校（小又
淑校長、児童13人）で開かれました。１、２年生は学級の時
間を利用して、３～６年生は総合的学習の一環として開催され
ました。
　この事業は、県の特産品であるりんごの消費拡大と、食育の
大切さをPRするため、県りんご果樹課が県内外で実施してい
るもの。同課職員の米内山淳一さんが、全国のりんご生産量の
半分が青森県産であること、りんごの種類、りんごの生産過程
などを紹介しました。児童たちは、サンふじや世界一など数種
類のりんごを手にとって違いを確認するなど、さまざまな種類
を見比べていました。
　児童たちは「ふじが県で作られた品種だと初めて知った」「り
んごがどうやって作られたかとても勉強になった」と話してい
ました。

長寿は大きな励み、村の誇り
大関ウメさん100歳祝う
　泊在住の大関ウメさんが、２月26日にめでたく100歳
の誕生日を迎えました。同日、大関さん宅を訪れた古川村
長から、顕彰状と百歳祝金100万円が大関さんに手渡さ
れました。
　この祝金の受給は、平成13年度の六ヶ所村百歳祝金支
給条例施行以来、大関さんが５人目。古川村長は「ウメさ
んの長寿は村の大きな励みであり、誇り。いつまでも元気
で楽しい毎日を過ごしてください」とあいさつしました。
　この日は、身内や親戚の人が祝う会を開催。大関さんは、
「みんなが集まってくれてとても嬉しい。私はまだまだ元
気。暖かくなったら外を散歩したいね」とにっこり。集まっ
た人たちとの懇談を楽しんでいました。 顕彰状を古川村長（右）から手渡され、笑顔の大関さん（左）

「小さくてかわいい」りんごを手にとる児童たち
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平成21年度自衛官募集のご案内
募　集　種　目 応　募　資　格 受付期間 試験期日 試験場所

幹部候補生
（一般・飛行・技能） 男女 平成22年４月１日現在

●22歳以上26歳（修士28歳）未満の人
４月１日㈬～
５月12日㈫

５月16日㈯、
　　17日㈰ 下記まで

お問い合わ
せ
ください。一般曹候補生（陸・海・空） 男女

平成22年４月１日現在
●18歳以上27歳（修士28歳）未満の人

（ただし、高在生除く。）
５月23日㈯

幹部候補生の処遇
○採用とともに陸･海・空曹長に任命され、幹部候補生として約１年間の教育を受けたあと幹部自衛官となります。
○初任給：大学卒214,900円、大学院卒232,000円（ほか　賞与年２回）

一般曹候補生の処遇
○採用（平成22年４月を予定）後、２年９月経過以降、選考によって３等陸・海・空曹に昇任します。
○初任給：159,500円（平成20年３月現在）、ほか賞与年２回

■詳細については、下記までお問い合わせください。
〒033－0037 三沢市松園町三丁目６－16　中野プラザビル２Ｆ（ユニバース隣）
 自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
 電話、ＦＡＸ　0176－53－1346　　e-mail:plomisawa@carrot.ocn.ne.jp
 担当：六ヶ所村役場　総務部門総務課　電話：0175－72－2111
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開
に
向
け
た
新
た
な
出

発
﹂
が
テ
ー
マ
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
豊
か
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
、「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
」を

募
集
し
ま
す
。優
れ
た
ア
イ
デ
ア

に
は
、「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア

賞
」を
贈
呈
。ま
た
、村
行
政
へ
ア

イ
デ
ア
を
提
案
・
提
言
し
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ア
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い

ま
せ
ん
。
教
育
、
福
祉
、
商
品
開

発
、
自
然
保
護
、
環
境
美
化
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

記
入
要
領

　

記
入
様
式
は
自
由
で
す
。
タ
イ

ト
ル
、
内
容
を
記
入
し
、
個
人
は

①
氏
名
②
性
別
③
住
所
④
年
齢

を
、
団
体
は
①
団
体
名
②
代
表
者

名
③
代
表
者
住
所
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

【
締
め
切
り
日
】
６
月
30
日
㈫

【
送
付
方
法
】
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル

【
送
付
先
】
六
ヶ
所
村
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
事
務
局

〒
０
３
９―

３
２
１
２　

六
ヶ
所

村
大
字
尾
駮
字
野
附
４
７
５

六
ヶ
所
村
役
場
第
２
分
庁
舎
内

☎
０
１
７
５―

７
２―

２
１
１
１

Fax
０
１
７
５―

７
１―

１
７
７
０

E-M
ail:m

achikyo1@
r15.7-dj.com

　

国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

セ
ン
タ
ー
管
理
研
究
棟
の
一
般
公

開
を
行
い
ま
す
。

　

施
設
内
部
の
見
学
ば
か
り
で
は

な
く
、
工
作
教
室
や
ク
イ
ズ
大
会

を
企
画
し
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
同
セ
ン
タ
ー

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
４
月
18
日
㈯
10
時
～
15
時

【
場
所
】
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー

六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮
字
表
舘
２
番

１
６
６
（
日
本
原
燃
㈱
正
門
前
）

☎
０
１
７
５―

７
１―

６
５
０
０

【
内
容
】

○
管
理
研
究
棟
の
内
部
案
内

（
対
象
：
参
加
者
全
員
）

10
時
～
15
時
（
所
要
時
間
約
20

分
、
随
時
受
け
付
け
）

○
工
作
教
室
１
「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
を
作
ろ
う
」
（
対
象
：
小
学
生

以
下
）

10
時
～
15
時
（
所
要
時
間
約
10

分
、
随
時
受
け
付
け
）

○
工
作
教
室
２
「
巣
箱
を
作
ろ

う
」
（
対
象
：
小
学
生
高
学
年
、

中
学
生
）

10
時
30
分
～
14
時
（
所
要
時
間
約

30
分
、
先
着
20
人
、
随
時
受
け
付

け
）

○
ウ
ル
ト
ラ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ク
イ
ズ

大
会
（
○
×
ク
イ
ズ
）
（
対
象
：

参
加
者
全
員
）

11
時
～
11
時
30
分
、
13
時
30
分
～

14
時
（
２
回
、
成
績
上
位
者
に
記

念
品
進
呈
）

※
イ
ベ
ン
ト
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ

ン
タ
ー　

総
務
課　

菊
池

☎
０
１
７
５―

７
１―

６
５
０
０



Rokkasho●2009-4 18

　

４
月
か
ら
勤
務
医
が
１
人
減
員

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
医
師
確
保
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
が
、
４
月
か
ら
の
診

療
内
容
お
よ
び
診
療
時
間
を
次
の

よ
う
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

１
、
入
院
の
休
止

　

入
院
は
休
止
い
た
し
ま
す
。
診

療
所
で
適
切
な
医
療
施
設
（
病
院
）

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２ 

、
土
、
日
曜
日
の
時
間
外
診
療

の
休
止

　

平
日
、
祭
日
と
土
曜
日
の
午
前

中
は
従
来
ど
お
り
時
間
外
診
療
を

行
い
ま
す
。

３
、
外
来
診
療
時
間
の
変
更

　

診
療
開
始
時
間
を
８
時
30
分
か

ら
９
時
に
変
更
し
ま
す
。
午
後
の

診
療
開
始
時
間
は
、
従
来
ど
お
り

13
時
30
分
で
す
。

　

詳
細
は
、
尾
駮
診
療
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｐ

22
医
療
（
４
月
か
ら
の
業
務
変
更
）

も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
人
事
異
動
（
４
月
１
日
）】

︹
転
出
︺賀
古　

毅
医
師

茨
城
県
石
岡
第
一
病
院
へ

　
　
　

穐
元　

崇
医
師

栃
木
県
自
治
医
科
大
学
へ

（
後
期
研
修
）

︹
転
入
︺ 大
谷
啓
介
医
師

青
森
県
立
中
央
病
院
か
ら

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

尾
駮
診
療
所

☎
０
１
７
５―

７
２―

２
７
９
１

　

各
地
区
の
民
生
・
児
童
委
員
お

よ
び
主
任
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。

　

民
生
・
児
童
委
員
は
、
暮
ら
し

に
関
す
る
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談

を
受
け
る
ほ
か
、
行
政
や
関
係
機

関
と
の
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
に
関

す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
し
て

お
り
、
関
係
機
関
や
地
区
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と
協
力
し

て
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
・
支
援

活
動
を
行
い
ま
す
。

︿
民
生
・
児
童
委
員
﹀

泊　

佐
々
木
勝
子
・
田
中
智
恵
子
・

櫻
井
き
わ
・
及
川
悦
夫
・
滝
沢
キ
ミ

子
・
松
本
豊
喜
・
古
川
陽
子
・
林
下

操
・
三
浦
幸
子

出
戸
・
石
川　

服
部
薫

老
部
川
・
新
町　

下
田
邦
廣

尾
駮
浜
・
野
附　

松
尾
義
昭
・
橋
本

八
重
子　

尾
駮　

寺
下
勇
夫
・
橋
本
洋
子

レ
イ
ク
タ
ウ
ン　

簗
田
成
義
・
井
筒

辰
美

二
又
・
富
ノ
沢　

秋
戸
昭
八

室
ノ
久
保
・
千
樽　

沼
尾
隆
紀　

戸
鎖　

戸
田
勝
美　

新
城
平
・
新
納
屋　

小
泉
操　

平
沼　

橋
本
利
喜
雄
・
葛
西
ナ
ツ
エ

・
赤
沼
達
也　

倉
内　

高
村
治
男
・
中
村
笙
子

中
志
・
内
沼　

中
村
忠
夫

笹
崎
・
六
原
・
端　

米
内
修
一

千
歳　

高
田
喜
世
子　

庄
内
・
豊
原
・
睦
栄　

伊
藤
和
夫

千
歳
平　

福
岡
弘
子
・
田
村
正
明

︿
主
任
児
童
委
員
﹀

種
市
久
子
・
菊
池
ト
シ
エ

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
福
祉
課

☎
０
１
７
５―

７
２―

２
１
１
１
（
内
１
３
２
）

尾
駮
診
療
所
診
療

内
容
変
更
の
お
知
ら
せ

農業委員会だより
【問い合わせ先】農業委員会事務局

　☎72―2111（内線271～273）
　２月の定例農業委員会総会は２月19日、役
場分庁舎３階会議室にて開催され、下記案件
が原案通り議決・承認されました。

議 案第５号　農地法第３条第１項の規定に基
づく農業委員会の許可について

１件　21,981㎡
議案第６号　公売買受適格者の証明について

４件　48,901㎡
議 案第７号　贈与税の納税猶予及び不動産取

得税徴収猶予に関する証明（農業経営）に
ついて

議 案第８号　六ヶ所村農業委員会職員の人事
異動に係る会長委任について

家族経営協定を締結しよう

１、家族経営協定ってなに？
　家族経営協定は、家族みんなが経営方針や
一人一人の役割、働きやすい環境づくりなど
を話し合いによって取り決める「家族間の
ルール」を文書化したものです。

２、家族経営協定のメリットは？
　① 家族みんなで話し合いながら農業経営に

取り組めます。
　② 労働報酬や家族一人一人の役割を決める

ことで、労働意欲の向上や経営の発展に
つながります。

　③ 農業者年金、農業改良資金、認定農業者
制度などの政策的支援を受けることがで
きます。

３、家族経営協定研修会を開催しました
　家族経営協定研修会は２月27日、庄内集会
所で開かれました。十和田市の家族経営協定
締結者の甲田稔さんと妻の京子さんが「我が
家の家族経営協定を目指すもの」という演題
で講演しました。
　講演終了後は、農業委員や参加者による活
発な意見交換が行われました。

☎
０
１
７
５

７
２

２
７
９
１

地
域
の
身
近
な
相
談
役

﹇
民
生
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
﹈
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交番だより
Safety Information

春
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
旬
間
《
４
月
21
日
（
火
）

～
30
日
（
月
）》

　

４
月
21
日
（
火
）
か
ら
４
月
30

日
（
木
）
ま
で
の
10
日
間
、「
春

の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
旬

間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

  

春
は
、
桜
祭
り
や
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
な
ど
外
出
す
る
機
会
が

多
く
、
空
き
巣
ね
ら
い
や
、
少
し

の
油
断
を
狙
っ
た
乗
り
物
盗
、
祭

り
会
場
で
の
「
す
り
」「
ひ
っ
た

く
り
」
な
ど
の
街
頭
犯
罪
や
侵
入

犯
罪
が
増
加
す
る
時
期
で
す
。
一

人
一
人
が
「
自
分
の
安
全
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
ぐ
る
み
で
お
子
さ
ん
を
守

り
ま
し
ょ
う

・
自
転
車
に
チ
ェ
ー
ン
ロ
ッ
ク
を

し
ま
し
ょ
う

・
鍵
か
け
の
励
行
に
努
め
ま
し
ょ
う

・
万
引
き
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

お
金
を
振
り
込
め
！
・
・
・

そ
れ
サ
ギ
か
も
？

○
振
り
込
め
詐
欺
は
オ
レ
オ
レ
詐

欺
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

振
り
込
め
詐
欺
の
手
口

⑴
オ
レ
オ
レ
詐
欺
～
親
族
な
ど
を

名
乗
り
、
金
を
使
い
込
ん
だ
な

ど
と
言
っ
て
お
金
を
だ
ま
し
取

る
。

⑵
架
空
請
求
詐
欺
～
架
空
事
実
を

口
実
に
料
金
請
求
を
し
て
金
を

だ
ま
し
取
る
。

⑶
融
資
保
証
金
詐
欺
～
融
資
の
保
証

金
名
目
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る
。

⑷
還
付
金
等
詐
欺
～
還
付
金
が
あ

る
と
言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
さ
せ

お
金
を
だ
ま
し
取
る
。

○
振
り
込
め
詐
欺
対
策

・「
電
話
＋
振
り
込
め
（
還
付
金
）

＝
確
認
！
」

・「
不
審
電
話
＝
即
切
断
！
」

・「
Ａ
Ｔ
Ｍ
＋
携
帯
電
話
＝
振
り
込

め
詐
欺
！
」　　

※
警
察
相
談
＃
９
１
１
０
～

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
気
軽

に
ご
相
談
を

区分
町村別

平成21年 平成20年
前年比

２月中 累　計 累　計
野辺地町 37 71 79 －8
横 浜 町 10 30 24 ＋6
六ヶ所村 18 54 50 ＋4
合　計 65 155 153 ＋2

毎月６日は村民交通安全の日

1　平成21年２月末の人身事故発生状況
区分

町村別

平成21年 平成20年
前　年　比

２月中 累　計 累　計
発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

野辺地町 9 0 11 13 0 17 10 0 15 ＋3 0 ＋2
横 浜 町 0 0 0 4 0 8 1 0 1 ＋3 0 ＋7
六ヶ所村 4 0 8 9 0 13 9 0 13 0 0 0
合　計 13 0 19 26 0 38 20 0 29 ＋6 0 ＋9

2　平成21年２月末の物件事故発生状況

六ヶ所村死亡事故ゼロ　3026日達成！（２月28日現在）

教
育

国
際
交
流

医
療

け
ん
こ
う
だ
よ
り

不動産公売の開札結果一覧
　村税の滞納処分として差し押さえた不動産の公売（競争入
札）結果〈２月25日実施〉を次のとおり公表します。
　なお、不売の物件は、21年度中に再公売を実施する予定で
す。買い受けを希望する人は随時受け付けますので、徴収係
までお問い合わせください。

★印は農地、◎は共有地

不　動　産　の　概　要

公告番号 売却区分 所　在 種別 地目（種類） 地　積 売却価額（円）

第１号
１ 出戸字棚沢 土地 宅地 736.55㎡ 不売

２ ★ 尾駮字川向 土地 田 1983㎡ 230,000

第２号 　 ★ 平沼字道ノ上 土地 田 9210㎡ 1,700,000

第３号 －

平沼字田面木 土地 山林◎ 19832㎡

149,000

平沼字田面木 土地 山林◎ 27242㎡

平沼字田面木 土地 山林◎ 3931㎡

平沼字田面木 土地 山林◎ 44072㎡

平沼字田面木 土地 原野◎ 150997㎡

平沼字田面木 土地 原野◎ 8132㎡

平沼字田面木 土地 原野◎ 2314㎡

第４号

１
★ 平沼字道ノ上 土地 田 1152㎡

227,500
★ 平沼字道ノ上 土地 田 990㎡

２
★ 平沼字道ノ上 土地 田 1708㎡

600,000
★ 平沼字道ノ上 土地 田 2533㎡

第５号 ★ 平沼字道ノ上 土地 田◎ 8074㎡ 509,000

第６号 －
★ 平沼字田面木 土地 田 935㎡

232,220
★ 平沼字田面木 土地 田 3697㎡

第７号 －

倉内字道ノ上 土地 原野◎ 45456㎡

50,000

倉内字道ノ上 土地 山林◎ 7501㎡

倉内字前谷地 土地 原野◎ 6827㎡

倉内字前谷地 土地 原野◎ 26395㎡

倉内字前谷地 土地 原野◎ 6246㎡

第８号 －

倉内字前谷地 土地 原野◎ 6827㎡

5,000倉内字前谷地 土地 原野◎ 26395㎡

倉内字前谷地 土地 原野◎ 6246㎡

第９号 ★ 倉内字芋ヶ崎 土地 田 5168㎡ 301,750

第10号 － 倉内字家ノ上 土地 原野◎ 10641㎡ 不売

第11号 －

倉内字芋ヶ崎 土地 宅地 4163.72㎡

不売倉内字芋ヶ崎 建物 居宅 78.73㎡

倉内字芋ヶ崎 建物 倉庫 59.15㎡

第12号 －

倉内字芋ヶ崎 土地 宅地 1950.65㎡

1,600,000
倉内字芋ヶ崎 建物 居宅 120.90㎡

倉内字芋ヶ崎 建物 倉庫 401.87㎡

倉内字芋ヶ崎 土地 原野 239㎡

【問い合わせ先】　役場税務課　徴収係
☎0175－72－2111（内線123・124）

交
番
だ
よ
り
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国際交流
International Exchange

教
育

国
際
交
流

医
療

け
ん
こ
う
だ
よ
り

　

異
文
化
交
流
フ
ェ
ア
２
０
０ 

９
を
３
月
７
日
、
村
文
化
交
流
プ

ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

村
在
住
外
国
人
が
日
本
の
侍
や

お
姫
様
な
ど
に
扮
し
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
イ
ベ
ン
ト
が
開

幕
し
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
に
は
在
住
外
国
人
、

国
際
交
流
員
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
Ｂ
Ａ

関
連
事
業
研
究
者
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
教
師
と
国

際
結
婚
の
お
嫁
さ
ん
た
ち
が
、
母

国
８
カ
国
の
文
化
・
料
理
を
紹

介
。
来
場
者
た
ち
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
デ
ィ
ジ
ュ
リ
ド
ゥ
と
い

う
楽
器
演
奏
、
ス
ペ
イ
ン
と
韓
国

の
民
族
衣
装
試
着
や
ス
ポ
ー
ツ
ス

タ
ッ
キ
ン
グ
六
ヶ
所
大
会
な
ど
、

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
（
３
年
間
の
国
際
交
流
員
の
生
活
を

終
え
て
六
ヶ
所
村
を
去
る
、
チ
ョ
ン
・

ウ
ン
ジ
ン
さ
ん
の
さ
よ
な
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
）

　

六
ヶ
所
村
の
皆
さ
ん
、
ア
ン

ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。
国
際
交
流
員
の

チ
ョ
ン
・
ウ
ン
ジ
ン
で
す
。
４
月

に
六
ヶ
所
村
を
去
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。
平
成
18
年
４
月
号

の
広
報
ろ
っ
か
し
ょ
に
は
、
私
の

前
任
者
の
さ
よ
な
ら
記
事
が
載
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
も
う
３

年
前
で
す
。
六
ヶ
所
村
に
着
い
た

と
き
は
村
で
の
生
活
が
ど
う
い
う

ふ
う
な
も
の
か
全
然
知
ら
な
か
っ

た
し
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
に
す
っ

か
り
六
ヶ
所
村
に
は
ま
る
と
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
韓
国
語

講
座
や
料
理
教
室
な
ど
で
出
会
っ

た
皆
さ
ん
の
家
族
の
よ
う
な
気
遣

い
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
き
れ
い

な
空
気
や
新
鮮
な
食
べ
物
、
い
つ

も
感
心
し
な
が
ら
見
る
美
し
い
風

景
。
何
よ
り
も
、
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ

セ
ヨ
！
と
気
さ
く
に
声
を
か
け
て

く
れ
る
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
私

の
心
の
中
に
い
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
私
も
村
で
の
経
験
を
生
か
し

て
こ
れ
か
ら
も
っ
と
頑
張
り
ま

す
。
青
森
は
韓
国
と
近
い
の
で
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

チ
ョ
ン
・
ウ
ン
ジ
ン
さ
ん
が
２

月
20
日
、
平
沼
小
学
校
を
訪
問
し
、

韓
国
の
地
理
や
料
理
、
ゲ
ー
ム
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

紹
介
し
た
ゲ
ー
ム
は
タ
ッ
ク
サ

ウ
ム
（
鶏
ケ
ン
カ
）。
片
足
で
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
相
手
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
に
く
く
す
る
ゲ
ー

ム
で
、
全
員
が
体
を
動
か
し
な
が

ら
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

ヘ
ム
ル
・
パ
ジ
ョ
ン
（
海
鮮
チ

ヂ
ミ
）
を
作
り
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
、
簡
単
に
お
い
し
く
作
れ
る

チ
ヂ
ミ
に
満
足
し
た
よ
う
す
で
し

た
。

　

毎
週
行
っ
て
い
る
各
語
学
教
室

の
参
加
者
を
新
た
に
募
集
し
ま
す
。

○
英
会
話
（
水
曜
日
）

【
時
間
】
小
学
生―

17
時
半
～
18

時
、
初
級―

18
時
～
19
時
、
中
級

―

19
時
～
20
時

【
場
所
】
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス

ワ
ニ
ー
」

○
ド
イ
ツ
語
（
火
曜
日
）

【
時
間
】
中
級―

13
時
～
14
時
半
、

初
級―

相
談
の
上
時
間
を
決
定

【
場
所
】
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

（
リ
ー
ブ
内
）

○
ス
ペ
イ
ン
語
（
水
曜
日
）

【
時
間
】
17
時
半
～
18
時
半

【
場
所
】
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

（
リ
ー
ブ
内
）

　

ド
イ
ツ
国
際
交
流
員
ダ
ニ
エ
ル

さ
ん
と
、
ド
イ
ツ
の
文
化
、
習
慣

に
つ
い
て
楽
し
く
話
し
ま
せ
ん

か
。
ド
イ
ツ
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
、ビ
ー

ル
と
お
茶
で
、
２
時
間
の
ド
イ
ツ

体
験
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
時
間
】

４
月
23
日
（
木
）
18
時
～
20
時

【
場
所
】
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス

ワ
ニ
ー
」

【
参
加
費
】
無
料

【
募
集
人
員
】
10
人

　

ジ
ェ
ロ
ム
先
生
の
大
人
気
の
料

理
教
室
を
開
催
。
母
国
フ
ラ
ン
ス

の
自
慢
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

【
時
間
】

４
月
21
日
（
火
）
18
時
～
20
時

【
場
所
】
中
央
公
民
館

【
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先
】

国
際
交
流
課

☎
０
１
７
５―

７
２―

２
１
１
１

（
内
線
２
６
２
）

異
文
化
交
流
フ
ェ
ア
開
催

皆
さ
ん
さ
よ
う
な
ら

チ
ョ
ン
・
ウ
ン
ジ
ン

平
沼
小
で
料
理
や
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た

語
学
教
室

ド
イ
ツ
の
夕
べ

フ
ラ
ン
ス
料
理
教
室

交
番
だ
よ
り

▲�ディジュリドゥの音
色に聞き入る来場者
たち

▲�江戸時代へタイムス
リップ!?

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ウンジンさん（中）と平沼小児童たち
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教育
Education

「
今
日
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
き

た
人
は
？
」

「
は
ー
い
」

　

教
室
の
後
ろ
の
方
ま
で
見
渡
し

て
も
、
誰
も
手
を
あ
げ
ま
せ
ん
。

「
す
ご
い
で
す
ね
え
、
こ
の
ク
ラ

ス
は
全
員
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い

る
ん
で
す
ね
」

「
で
は
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
朝

ご
は
ん
を
食
べ
て
き
ま
し
た
か
？

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
い
て
み
ま

し
ょ
う
」

　

平
成
20
年
度
は
、
六
ヶ
所
村
内

ほ
と
ん
ど
の
小
・
中
学
校
に
「
食

に
関
す
る
指
導
に
お
け
る
栄
養
士

の
学
校
訪
問
」
と
い
う
形
で
、
回

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
は
、
小
学
校
低
学
年
の
朝

ご
は
ん
指
導
の
よ
う
す
で
す
。

「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
き
た

人
？
」
と
聞
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の

子
ど
も
が
元
気
よ
く
手
を
あ
げ
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
の
内
容
は
と
い
う

と
、

 

【
パ
ン
】

　

パ
ン
だ
け
と
い
う
子
。
し
か
も

内
容
を
聞
く
と
ほ
と
ん
ど
が
菓
子

パ
ン
で
す
。

 

【
ト
ー
ス
ト　

バ
タ
ー　

ジ
ュ
ー
ス
】

　

パ
ン
と
飲
み
物
だ
け
と
い
う

子
。 

【
ご
は
ん　

お
か
ず　

み
そ
汁
】

　

副
菜
の
な
い
子
。
こ
の
組
み
合

わ
せ
が
一
番
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

お
か
ず
と
い
う
の
は
焼
き
魚
、
肉

団
子
、
た
ま
ご
焼
き
な
ど
、
主
菜

に
あ
た
る
も
の
の
こ
と
で
、
副
菜

に
あ
た
る
野
菜
料
理
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
。

 

【
た
こ
焼
き
】

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
小
さ
な
丸
を

書
き
、
た
こ
焼
き
と
書
い
て
い
る

子
。

　

思
わ
ず
、
「
た
こ
焼
き
は
何
個

食
べ
た
の
？
」
と
聞
く
と
「
一

個
」
。
「
他
に
は
何
か
食
べ

た
？
」
と
聞
く
と
「
た
こ
や
き
だ

け
」
と
。
そ
の
後
、
お
な
か
す
か

な
い
の
？
と
聞
い
て
も
、
首
を
ひ

ね
る
ば
か
り
で
関
心
が
な
い
よ
う

す
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
朝
か
ら
し
っ
か
り

と
主
食
＋
主
菜
＋
副
菜
が
そ
ろ
っ

た
食
事
を
し
て
い
る
子
も
い
ま

す
。

【
ご
は
ん　

ハ
ン
バ
ー
グ　

サ
ラ

ダ
（
前
日
の
残
り
）
み
そ
汁
】

　

（　

）
書
き
で
説
明
を
入
れ
て

く
れ
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
付
き
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
朝

何
か
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
随

分
定
着
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
し
か
し
、
た
だ
食
物
を
口
に

入
れ
る
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
朝
ご
は
ん
の
内
容
が
大
切

な
の
で
す
。

　

「
毎
日
、
朝
昼
夕
の
三
食
に
い

ろ
い
ろ
な
食
品
を
で
き
る
だ
け
多

く
食
べ
て
い
る
と
、
体
力
だ
け
で

な
く
、
集
中
力
や
根
気
な
ど
が
向

上
す
る
と
と
も
に
脳
の
働
き
が
活

性
化
し
、
記
憶
力
や
学
習
能
力
が

よ
く
な
っ
て
身
体
的
に
も
精
神
的

に
も
健
康
に
な
る
」
と
、
﹇
学
力

を
つ
け
る
食
事
﹈
と
い
う
本
の
著

者
、
廣
瀬
正
義
先
生
が
述
べ
て
い

ま
す
。

　

前
の
日
の
残
り
物
で
も
、
切
っ

た
だ
け
の
野
菜
で
も
い
い
の
で
、

今
の
食
事
に
何
か
一
品
で
も
加
え

て
あ
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
日
本
人
を
悩
ま
す
病
気
の

半
数
以
上
は
食
生
活
に
起
因
し
ま

す
。
そ
し
て
、
発
育
・
発
達
中

の
子
ど
も
に
は
、
親
が
し
っ
か
り

と
し
た
食
事
を
作
ら
な
い
限
り
、

子
ど
も
に
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ

ん
。
自
分
で
正
し
い
食
生
活
を
理

解
で
き
る
よ
う
な
年
齢
に
な
っ
て

か
ら
、
正
し
い
食
生
活
を
学
ん
で

も
遅
い
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
将
来
の
六
ヶ
所

村
、
青
森
県
、
日
本
、
そ
し
て
広

く
世
界
を
担
う
大
切
な
宝
物
で

す
。
今
の
う
ち
か
ら
正
し
い
食
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
勉
強
や
仕

事
に
臨
め
ば
、
自
分
の
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
り

健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
大

人
の
わ
た
し
た
ち
が
支
援
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

教
育

国
際
交
流

医
療

け
ん
こ
う
だ
よ
り

六ヶ所村民図書館 新刊案内新刊案内
★一般書新刊
新・野生の証明 森村　誠一著
富子すきすき 宇江佐　真理著
くまちゃん 角田　光代著
くじら組 山本　一力著
こいしり 畠中　恵著
佐保姫伝説 阿刀田　高著
三匹のおっさん 有川　浩著
砂冥宮 内田　康夫著
いじめでだれかが死ぬ前に 平尾　潔著
派遣村 宇都宮　健児著
魚のいない海 フィリップ・キュリー著
 ★児童書新刊
オオカミのおうさま きむら　ゆういち著
大きな木のような人 いせ　ひでこ著
そらまめくんとながいながいまめ なかや　みわ著
おばけのジョージてじなをする ロバート・ブライト著
 ☆10代におすすめの新刊
本当の友だちってどんな友だちだろう 藤原　和博著
上記のほか、新刊は毎週入庫しています。インターネット予約もご利用ください。

【問い合わせ先】六ヶ所村民図書館　☎0175―72―3405
ホームページ http://www.rokkasho-tosho.jp/

﹁
朝
ご
は
ん
食
べ
た
か
な
？
﹂

給
食
セ
ン
タ
ー　

柴
山
裕
子交

番
だ
よ
り
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医療
Medical

　

皆
さ
ま
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

輝
か
し
い
春
だ
と
い
う
の
に
残
念

な
ご
連
絡
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
医
師
が
１
人
減
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

医
師
確
保
に
奮
闘
し
て
参
り
ま

し
た
が
力
足
り
ず
、
こ
の
４
月
か

ら
３
名
確
保
が
困
難
と
な
り
ま
し

た
。
業
務
内
容
の
変
更
の
お
知
ら

せ
と
お
願
い
、
ま
た
平
成
22
年
度

に
向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

（
１
）
業
務
変
更

　

最
も
大
き
な
変
更
点
は
２
つ
で

す
。

① 

土
曜
日
午
後
か
ら
日
曜
日
の
時

間
外
診
察
を
休
止
し
ま
す
。

② 

入
院
施
設
を
一
時
的
な
観
察

ベ
ッ
ド
と
し
、
長
期
入
院
は
他

施
設
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

診
療
所
Ｅ
Ｒ
（
急
患
室
）
と
し

て
３
６
５
日
対
応
を
続
け
て
お
り

ま
し
た
が
、
常
勤
医
２
人
で
は
不

可
能
と
判
断
し
ま
し
た
。
な
に
し

ろ
、
当
直
の
次
の
日
も
通
常
業
務

な
の
で
、
土
日
ま
で
の
カ
バ
ー
は

無
理
な
の
で
す
。
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
、
そ
し
て
土
曜
日
の
午
前
中

は
従
来
通
り
の
時
間
外
救
急
の
対

応
を
継
続
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
な
お
、
土
日

に
は
事
務
な
ら
び
に
看
護
師
が
常

時
待
機
し
、
救
急
隊
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
在
宅
療
養
の
人
や
施

設
入
所
の
人
に
大
き
な
不
利
益
の

な
い
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

入
院
は
、
平
均
利
用
率
が
30
％

程
度
と
低
い
も
の
で
し
た
が
、
在

宅
医
療
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
あ
る
い

は
軽
・
中
等
症
の
急
性
疾
患
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
長

期
の
入
院
が
必
要
な
場
合
に
は
適

切
な
医
療
施
設
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
病
床
は
夜
間
緊
急
時
の
観
察

用
と
し
て
当
分
使
用
す
る
予
定
で

す
。

（
２
）
診
療
時
刻
の
変
更

①
午
前
外
来
の
開
始
時
刻

　

４
月
・
５
月
は
新
任
の
若
い
医

師
が
胃
カ
メ
ラ
な
ど
の
検
査
に
習

熟
す
る
期
間
が
必
要
な
た
め
、
午

前
の
外
来
開
始
時
間
が
８
時
半
か

ら
９
時
に
な
り
ま
す
。

②
往
診
や
保
健
活
動
時
の
診
療

　

午
後
を
中
心
に
し
た
院
外
活
動

も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
１

人
が
診
療
所
を
空
け
ま
す
と
常
勤

医
が
１
人
に
な
り
ま
す
の
で
、
待

ち
時
間
が
さ
ら
に
長
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

午
後
を
休
診
と
い
た
し
ま
す
が
、

そ
の
場
合
に
は
事
前
に
広
報
や
村

内
放
送
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

（
３
）
平
成
22
年
度
に
向
け
て

　

一
年
で
現
状
復
帰
を
目
指
し
ま

す
。
自
治
医
科
大
学
の
卒
業
生
が

設
立
し
運
営
し
て
い
る
地
域
医
療

振
興
協
会
へ
の
協
力
を
さ
ら
に
強

く
求
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
県
内

出
身
の
自
治
医
科
大
学
卒
業
生
が

常
勤
医
と
し
て
招
集
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
提
案
し
て
ま
い
り
ま

す
。
弘
前
大
学
や
県
立
中
央
病
院
、

八
戸
市
民
病
院
か
ら
の
研
修
医
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、

医
師
確
保
の
た
め
の
ル
ー
ト
を
確

保
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
１
年
間
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

つ
な
げ
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
能

力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
い

た
し
ま
す
。

　

以
上
で
す
。
皆
さ
ま
、ご
理
解
・

ご
協
力
の
ほ
ど
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月
末
で
異
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
２
年
間
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
思
え
ば
２
年
前

に
六
ヶ
所
に
赴
任
し
た
と
き
に
、

今
ま
で
い
た
場
所
（
前
任
地
は
岡

山
県
で
す
）
と
の
あ
ま
り
の
違
い

に
大
変
驚
い
た
こ
と
を
、
昨
日
の

よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
赴
任
後
、

診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
村

民
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

ど
う
に
か
勤
務
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
お
世
話
に
な
っ
た
六
ヶ
所
村

の
方
々
へ
多
大
な
る
感
謝
を
こ
め

て･･･

。
今
後
は
月
に
一
度
応
援

に
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

六
ヶ
所
村
に
赴
任
し
て
２
年
、

あ
っ
と
い
う
間
の
２
年
間
で
し

た
。
今
回
人
事
異
動
で
六
ケ
所
村

を
去
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お

世
話
に
な
っ
た
関
係
者
の
方
々
、

温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
村
民

の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
会
う
日
ま
で
、
お

元
気
で
。

緊
急
連
絡

―
４
月
か
ら
の
業
務
変
更―

尾
駮
診
療
所　

松
岡
史
彦

教
育

国
際
交
流

医
療

け
ん
こ
う
だ
よ
り

多
大
な
る
感
謝
を
こ
め
て

尾
駮
診
療
所　

賀
古　

毅

異
動
の
ご
あ
い
さ
つ

尾
駮
診
療
所　

穐
元　

崇

「六ヶ所村と原子燃料サイクル2008」刊行のお知らせ
　村は、原子燃料サイクル施設への幅広い知識の普及と理解促進を図ることを目
的に、「六ヶ所村と原子燃料サイクル2008」を刊行しました。この冊子には、
原子燃料サイクル事業への取り組みや企業への立地メリットなどを幅広く掲載し
ており、村民図書館などで閲覧することができます。また、村のホームページ
（http://www.rokkasho.jp/）にも掲載しておりますので、ぜひご一読ください。
　なお、配布を希望する人は下記までご連絡をお願いいたします。
【掲載内容】
◆�原子燃料サイクルの仕組みと取り組み、むつ小川原開発・原子燃料サイクルのあゆみなど
◆エネルギー関連施設、次世代エネルギーパーク整備プランなど
【問い合わせ先】企画・防災部門　企画調整課　☎0175－72－2111（内線355）

交
番
だ
よ
り
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Health

健康課
☎72―2794

４月

今月の歯ッピーエンゼルたち !!

2月3日（火）
3歳児健診

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

け
ん
こ
う
だ
よ
り

2月10日（火）
1歳6カ月児
健診

鹿原　　潤くん

頼田　昂醍くん

安藤　美羽ちゃん

田口　颯真くん

岩谷　虎将くん

棟方　美穂ちゃん

吉田　虎児くん

立花　真心ちゃん

山田　瑠枇ちゃん

今年度開催の成人保健事業についてお知らせします

※４月以降に実施される健診については、３歳児健診でむし歯がなかった子だけを掲載いたします。

☆どんな健診があるかな？（健診の種類と対象年齢）

　４月半ばに、申し込み案内を世帯ごとに送付しま
す。詳しくは、そちらをご覧ください。

☆新しく始まる健診について
●腹部超音波検診
　おなかの中の臓器（膵臓・肝臓など）
を調べます。
●歯周疾患検診
　できるだけ早い時期に、口腔清掃実施状況と歯周
組織の健康状態を調べます。

複合健診とは別の日に行います。検査内容・申し込
み方法は6月の広報に詳しく掲載しますのでご覧く
ださい。

各種健診 健康づくり事業

（対象年齢） 20歳 40歳 65歳 75歳～

特定健診（含基本健診）
※メタボリックシンドロームを食い止める

後期高齢者（長寿医療）制度健診
※血圧・糖尿・コレステロールの薬を飲んでいない人だけが対象

が　ん　検　診
（胃・大腸・肺・前立腺）　　　　（前立腺がん検診は50歳以上の男性）

婦　人　健　診
（子宮・卵巣・乳）

生 活 機 能 評 価

肝　炎　検　査
（B・C型肝炎ウイルス）

腹部超音波検診

歯 周 疾 患 検 診

★フラダンス教室★
　運動を通して生活習慣病を予防していただくため
にフラダンス教室を開催します。
場　　所：文化交流プラザ「スワニー」
時　　間：10：00～11：30
実 施 日：５月13日、27日
　　　　　６月10日、24日
　　　　　７月８日、22日
内　　容：�フラダンス、講話（フラダンス終了後、

健康づくりに関する講話を行います）
持 ち 物：フレアロングスカート、タオル、飲み物
申込期限：４月24日（金）

★栄養教室★
　食を通して健康になってもらえるよう栄養教室を
開催します。
場　　所　保健相談センター
時　　間：９：30～12：00
実 施 日：４月28日：脂質異常症予防の食事
および内容　６月17日：活性酸素を予防する食事
　　　　　８月５日：高血圧予防の食事
　　　　　10月21日：手作りおやつ
　　　　　12月16日：郷土料理
　　　　　２月24日：�メタボリックシンドローム予

防の食事
持 ち 物：エプロン、米一合
申込期限：各実施日の４日前

★各教室の申し込みはこちらまで
　申し込み先：健康課健康相談係
　電話：0175－72－2794

教
育
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４月村のスケジュール

おくやみ申し上げます

お誕生おめでとう
戸籍のまど（２月届け出分）

「戸籍のまど」は本村に戸籍届け出されたもの
だけ掲載いたします。なお、掲載を希望しない
人は住民課までお申し出ください。

☎0175―72―2111（内線116）

澤
さわがしら

頭　　廉
れん

（敏一）	 尾駮レイクタウン
立
たちばな

花　果
か ほ

穂（征士）	 平沼
上
うえ

野
の

　來
ら い と

音（将太）	 泊
石
いし

井
い

　愛
あい

琉
る

（康仁）	 尾駮レイクタウン
中
なかやま

山　　凜（晴仁）	 横浜市

吉岡　義人	 47才（泊）
木村　きみゑ　	 89才（倉内）
藤ヶ森　石太郎	 81才（出戸）
橋本　勝治郎	 82才（平沼）
松下　勇治	 57才（泊）
長根　健治	 90才（出戸）
平浜　ヨシ	 80才（泊）

ご結婚おめでとう
（小泉　寛之	 （千歳平）

齋藤　美穂	 （弘前市）

４月 曜日 行事（時間、場所）
１日 水
２日 木
３日 金
４日 土
５日 日
６日 月 スワニー・郷土館・図書館休館日
７日 火
８日 水
９日 木

10日 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉（受付時間　９:30～10:00　保健相談センター）
ピヨママ広場（13:00～15:00　保健相談センター）

11日 土
12日 日
13日 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

14日 火
６ヵ月児健診（９:30～９:45　保健相談センター）
１歳６ヵ月児健診（受付時間　12:30～12:45　保健相談センター）

15日 水

16日 木
１歳児健診（受付時間　９:30～９:45　保健相談センター）
４ヵ月児健診（受付時間　12:45～13:00　保健相談センター）

17日 金
カンガルー教室（受付時間　９:30～10:00　保健相談センター）
ピヨママ広場（13:00～15:00　保健相談センター）

18日 土
19日 日

20日 月
スワニー・郷土館・図書館休館日
5歳児発達相談会（受付時間　12:45～13:00　保健相談センター）

21日 火
22日 水

23日 木
ワッ歯ッ歯ッ!むし歯０教室（受付時間　10:30～10:45　保健相談センター）
３歳児健診（受付時間　12:30～12:45　保健相談センター）

24日 金
カンガルー教室（受付時間　９:30～10:00　保健相談センター）
ピヨママ広場（13:00～15:00　保健相談センター）

25日 土
26日 日
27日 月 スワニー・郷土館・図書館休館日
28日 火 栄養教室（９:30～12:00　保健相談センター）
29日 水

30日 木
郷土館休館日
カンガルー教室〈親子ビクス〉（受付時間　９:30～10:00　保健相談センター）
ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉（13:00～15:00　保健相談センター）

風物あれこれ� セリ

　セリは、フキなどと同様に、日本に自生する数少な
い野菜の一つです。
　清水が湧き出るところに群落を作って自生し、春を
告げる若菜として古くから食されてきました。
　「セリ」という呼び名は競（せ）り合っているよう
に群生していることに由来するそうです。
　セリは、春の七草の筆頭に挙げられており、古くか
ら正月七日に七草で作った粥を食べる習慣がありま
すが、もともとは、七草の祝いとして新年最初の子
（ね）の日に羹（あつもの）として食されたのが始ま
りのようです。
　セリの葉には、発刊・保温作用のある精油が含まれ
ていて、これを食することによって食欲も増すことか
ら、健康を保ち、無病息災でありたいという願いが込
められています。
　水田に生えるものを田ゼリ（赤セリ）、清流や小川

に生えるものを水ゼリと呼
びますが、野菜の中では栽
培の歴史が最も古く、平安
時代頃から栽培されてきた
ようです。現在は、主に水
田と畑地で栽培が行われて
います。
　あくがたいへん強いの
で、塩を入れてさっとゆ
でてからたっぷり水にさら
し、あく抜きをしてから調
理します。
　おひたし、あえもの、酢のもの、サラダ、てんぷら
など、独特な風味と歯ざわりを楽しむことができま
す。
　ところで、セリによく似たものに、葉茎が大きく悪
臭を放つ「毒ゼリ」がありますで、天然ものを採集す
る場合は、くれぐれもご注意ください。
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定額給付金の申請は、お済みですか
　村は定額給付金の申請書を各世帯に送付
し、申請を受け付けています。
　まだ申請書が届いていない人は、役場財
政課までお問い合わせください。

振り込め詐欺にご注意！
○ 役場からの問い合わせは、申請書と同封し

た「定額給付金のお知らせ」に記載されて
いる【行政区名】と【番号】を村職員が通
知して行います。定額給付金にかかる電話
の際は必ず確認してください。

○ 役場から、銀行などのATMの操作をお願い
することは絶対にありませんので、ATM
へ行くように言われた場合は、振り込め詐
欺を疑ってください。

○ 不審な電話があったときは、すぐに警察また
は役場財政課まで連絡してください。

【問い合わせ先】役場財政課
☎0175－72－2111（内線243）


